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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成30年9月27日(2018.9.27)

【公表番号】特表2018-502538(P2018-502538A)
【公表日】平成30年1月25日(2018.1.25)
【年通号数】公開・登録公報2018-003
【出願番号】特願2017-518308(P2017-518308)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｊ  50/90     (2016.01)
   Ｇ０１Ｓ  13/87     (2006.01)
   Ｈ０２Ｊ  50/12     (2016.01)
   Ｈ０２Ｊ   7/00     (2006.01)
   Ｈ０２Ｊ  50/80     (2016.01)
   Ｂ６０Ｋ   1/04     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  16/03     (2006.01)
   Ｂ６０Ｌ  11/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｊ   50/90     　　　　
   Ｇ０１Ｓ   13/87     　　　　
   Ｈ０２Ｊ   50/12     　　　　
   Ｈ０２Ｊ    7/00     ３０１Ｄ
   Ｈ０２Ｊ    7/00     　　　Ｐ
   Ｈ０２Ｊ   50/80     　　　　
   Ｂ６０Ｋ    1/04     　　　Ｚ
   Ｂ６０Ｒ   16/03     　　　Ｖ
   Ｂ６０Ｌ   11/18     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成30年8月9日(2018.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気車両を充電するためのワイヤレス電力伝達システムに近接する検出エリアにおいて
物体を検出するように適合された装置であって、
　複数のレーダートランシーバと、
　少なくとも1つのプロセッサであって、
　　前記複数のレーダートランシーバからレーダーデータを受信することと、
　　前記受信されたレーダーデータに基づいて前記検出エリアにおいて物体を検出するこ
とと、
　　存在する充電可能な車両の種類、前記ワイヤレス電力伝達システムによってワイヤレ
スに伝達される電力の量、前記ワイヤレス電力伝達システムと車両との位置合わせ、また
は前記検出エリアに接近する前記物体の速度のうちの少なくとも1つに基づいて前記検出
エリアを調整することとを行うように構成されたプロセッサとを備える装置。
【請求項２】
　前記複数のレーダートランシーバの各々は、送信アンテナと受信アンテナとを備え、前
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記送信アンテナと前記受信アンテナとの間の距離は、所望の検出エリアに基づく、請求項
1に記載の装置。
【請求項３】
　前記プロセッサは、前記複数のレーダートランシーバのうちの少なくとも1つに対する
前記物体の距離、速度、位置、方向、およびサイズのうちの少なくとも1つを判定するよ
うにさらに構成される、請求項1に記載の装置。
【請求項４】
　前記プロセッサは、
　前記受信されたレーダーデータを時間領域アルゴリズムおよび周波数領域アルゴリズム
のうちの一方または両方に従って処理することと、
　第1の検出基準を満たす前記時間領域処理されたレーダーデータまたは第2の検出基準を
満たす前記周波数領域処理されたレーダーデータのうちの少なくとも一方に基づいて前記
物体の存在を判定することとを行うようにさらに構成される、請求項1に記載の装置。
【請求項５】
　前記時間領域アルゴリズムに従って前記受信されたレーダーデータを処理することは、
前記受信されたレーダーデータの複数の個別サンプルに基づいてエンベロープ波形を判定
して前記時間領域処理されたレーダーデータを形成することを含み、前記第1の検出基準
は、エンベロープ波形振幅しきい値を含む、請求項4に記載の装置。
【請求項６】
　前記プロセッサは、前記複数の個別サンプルの各々について、
　前記個別サンプルのうちの対応する1つのサンプルに隣接しかつ前記1つのサンプルを含
む所定数の個別サンプルの絶対値の平均を判定することと、
　前記平均を前記対応する個別サンプルに割り当てることであって、前記エンベロープ波
形は、前記複数の個別サンプルの各々について前記割り当てられた平均を含む、割り当て
ることとを行うことによって、前記エンベロープ波形を判定するようにさらに構成される
、請求項5に記載の装置。
【請求項７】
　前記周波数領域アルゴリズムに従って前記受信されたレーダーデータを処理することは
、
　前記受信されたレーダーデータの複数の個別サンプルの各々を複数の区間のうちの1つ
に割り当てることと、
　前記複数の区間の各々に対して別個に高速フーリエ変換を実行して前記複数の区間の各
々について周波数応答表示を生成することであって、前記周波数領域処理されたレーダー
データは前記周波数応答表示を含み、前記第2の検出基準は周波数振幅しきい値を含む、
生成することとを含む、請求項4に記載の装置。
【請求項８】
　電気車両を充電するためのワイヤレス電力伝達システムに近接する検出エリアにおいて
物体を検出するように適合された方法であって、
　複数のレーダートランシーバのうちの少なくとも1つを利用してレーダー信号を送信す
るステップと、
　前記複数のレーダートランシーバのうちの前記少なくとも1つを利用して前記レーダー
信号を受信するステップと、
　前記受信されたレーダー信号に関連するレーダーデータを受信するステップと、
　前記受信されたレーダーデータに基づいて前記検出エリアにおいて物体を検出するステ
ップと、
　存在する充電可能な車両の種類、前記ワイヤレス電力伝達システムによってワイヤレス
に伝達される電力の量、前記ワイヤレス電力伝達システムと車両との位置合わせ、または
前記検出エリアに接近する前記物体の速度のうちの少なくとも1つに基づいて前記検出エ
リアを調整するステップとを含む方法。
【請求項９】
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　前記複数のレーダートランシーバの各レーダートランシーバ上の送信アンテナと受信ア
ンテナとの間の距離を所望の検出エリアに基づかせることをさらに含む、請求項8に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記複数のレーダートランシーバのうちの少なくとも1つに対する前記物体の距離、速
度、位置、方向、およびサイズのうちの少なくとも1つを判定するステップをさらに含む
、請求項8に記載の方法。
【請求項１１】
　前記受信されたレーダーデータを時間領域アルゴリズムおよび周波数領域アルゴリズム
のうちの一方または両方に従って処理するステップと、
　第1の検出基準を満たす前記時間領域処理されたレーダーデータまたは第2の検出基準を
満たす前記周波数領域処理されたレーダーデータのうちの少なくとも一方に基づいて前記
物体の存在を判定するステップとをさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１２】
　前記時間領域アルゴリズムに従って前記受信されたレーダーデータを処理するステップ
は、前記受信されたレーダーデータの複数の個別サンプルに基づいてエンベロープ波形を
判定して前記時間領域処理されたレーダーデータを形成するステップを含み、前記第1の
検出基準は、エンベロープ波形振幅しきい値を含む、請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記エンベロープ波形を判定するステップは、前記複数の個別サンプルの各々について
、
　前記個別サンプルのうちの対応する1つのサンプルに隣接しかつ前記1つのサンプルを含
む所定数の個別サンプルの絶対値の平均を判定するステップと、
　前記平均を前記対応する個別サンプルに割り当てるステップであって、前記エンベロー
プ波形は、前記複数の個別サンプルの各々について前記割り当てられた平均を含む、ステ
ップとを含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記周波数領域アルゴリズムに従って前記受信されたレーダーデータを処理するステッ
プは、
　前記受信されたレーダーデータの複数の個別サンプルの各々を複数の区間のうちの1つ
に割り当てるステップと、
　前記複数の区間の各々に対して別個に高速フーリエ変換を実行して前記複数の区間の各
々について周波数応答表示を生成するステップであって、前記周波数領域処理されたレー
ダーデータは前記周波数応答表示を含み、前記第2の検出基準は周波数振幅しきい値を含
む、ステップとを含む、請求項11に記載の方法。
【請求項１５】
　コードを含むコンピュータ可読記憶媒体であって、前記コードは、実行されたときに、
電気車両を充電するためのワイヤレス電力伝達システムに近接する検出エリアにおいて物
体を検出するように適合された装置に、
　複数のレーダートランシーバのうちの少なくとも1つを利用してレーダー信号を送信す
ることと、
　前記複数のレーダートランシーバのうちの前記少なくとも1つを利用して前記レーダー
信号を受信することと、
　前記受信されたレーダー信号に関連するレーダーデータを受信することと、
　前記受信されたレーダーデータに基づいて検出エリアにおいて物体を検出することと、
　存在する充電可能な車両の種類、前記ワイヤレス電力伝達システムによってワイヤレス
に伝達される電力の量、前記ワイヤレス電力伝達システムと車両との位置合わせ、または
前記検出エリアに接近する前記物体の速度のうちの少なくとも1つに基づいて前記検出エ
リアを調整することとを行わせる媒体。
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